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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、一般道と高速道路を対象に、2008 年度に広島地区で行った ITS 公道実証実験データ
および 2009 年度に行ったプローブ走行データと SP調査データを用いて、コンテクスト応答型
警告システムによる地区全体の交通安全改善効果の総合評価を行った。また、今後同システム
を導入するにあたっての課題を整理し、それら課題を克服するための推進体制について提案し
た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study comprehensively evaluated the effects of Context-Responsive Warning system 
on traffic safety improvement in the whole area based on the data from ITS social 
experiment in Hiroshima, 2008 and driving record from probe-vehicle driving data and SP 
survey data collected in 2009. Furthermore, after summarizing the problems to put the 
system into practice in future, we proposed a promotion system to solve them. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 実用研究が盛んに行われている ITSについ
て、公道での運用や実験を通したシステム導
入後の評価は、当時未だ十分になされていな
かった。特に、危険な合流部や交差点が連続
する交通事故危険区間あるいは交通事故危
険地区の全体を対象として、複数の安全対策
を同時に実施し、相互作用効果を計測した研

究はほとんど見られなかった。 
 広島地区では産官学連携研究体制に基礎
として、2008 年度に大規模な公道実証実験を
行う準備が整っており、研究成果が得られる
ことが確実な状況であった。また、研究者は
ITS の導入効果について各種アンケートデー
タ等を用いて分析し、効果計測方法について
ノウハウを蓄積していた。 
 

機関番号：１５４０１ 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：２００８～２０１０ 

課題番号：２０５６０４９１ 

研究課題名（和文） コンテクスト応答型警告システムの地区全体への導入効果評価手法 

                     

研究課題名（英文） Evaluation Methods of Effects of Context-Responsive Warning System 

on the Whole Area 

研究代表者 

 藤原 章正（FUJIWARA AKIMASA） 

広島大学・大学院国際協力研究科・教授 

 研究者番号：５０１８１４０９ 



 
２．研究の目的 
 
 2008 年に広島地区で行われた公道実験デ
ータを用いて、学術的・学際的な視点から、
多様なコンテクストに応じた安全運転支援
システムの事後評価手法の開発を行い、地区
全体への総合効果の計測を試みるものであ
った。具体的に以下の 2 つの目的を掲げた。 
１）地区全体のコンテクスト応答型警告
（CRW）システムの構築と評価 
２）CRW システムの構築を推進するための体
制とプロセスの確立 
 
 
３．研究の方法 
 
 「広島地区 ITS 公道実証実験連絡協議会」
と連携し、2008 年度に広島地区の道路構造や
地形の特色を反映した公道実証実験のなか
で CRW システムの企画立案、多様なコンテク
ストに応じた安全運転支援システムの事後
評価手法の開発、地区全体の総合効果の計測
を担当した。 
 本研究で行う実証実験の主な安全運転支
援システムは以下の４種類であった。 
 (1)クレスト部危険警告システム 
 (2)路面電車接近警告システム 
 (3)カーブ区間前方車両警告システム 
 (4)高速道路速度超過警告システム 
 加えて、公道実証実験ではデータ取得に限
界のある課題、具体的には、運転意思決定プ
ロセスの時空間変化、生体情報に基づく CRW
の反応計測について、別途アンケート実験お
よび走行実験を実施し、分析を補完した。 
 また、CRW システムの構築を推進するため
の体制づくりの一環として、市民を巻き込ん
だ ITS 市民学習会を実施し、ITS に対する公
衆理解の啓発、ITS の普及を図るしくみを構
築した。 
 
 
４．研究成果 
 
 一般道と高速道路を対象に、広島地区で行
った ITS 公道実証実験データを用いて、コン
テクスト応答型警告システムによる交通安
全改善効果の総合評価を行った。また、今後
同システムを導入するにあたっての課題を
整理し、それら課題を克服するための推進体
制について提案した。 
 地区全体の導入効果に関して、走行危険性
を知らせる警告情報の提供方法とその効果
について、走行実験と表明選好調査を用いて
検討を行った結果、警告情報は車内型と路側
型のいずれも走行危険性の低減に寄与する
こと、路側型より車内型警告情報の受容性が

高いことを確認した。 
 本実証実験で検証したシステムは、各々有
用性が高く実用化に向けて検討する価値の
高いシステムである。住民にとってより信頼
性が高く、安心して利用しやすいシステムに
するためには、以下についてさらに議論が求
められる。 
 第 1に市場へのシステムの普及である。本
実証実験を通して明らかになった課題を克
服し、標準化、規格化を経て、市民生活に溶
け込んだシステムへと普及することが望ま
れる。特に提供情報に対する対価は、システ
ム内容によってあるいは利用者特性によっ
て大きくばらついている。適正なサービスの
質的保証と公正な価格設定が重要である、そ
のために、明確な目標設定と段階的な実行計
画の策定が必要である。 
 第 2に各システムの相乗効果の計測である。
本事象実験では各システムの個別の評価を
行った。次に、同一地区内で連続して設置さ
れた複数のシステムが同時に作動した際の
地区全体としての総合的効果の検証が必要
である。そのために利用者の記憶や感情など
の心理的・生体的検証の蓄積がさらに求めら
れる。 
 第 3に運用に向けたリスク管理体制の確立
である。本実証実験は「広島地区 ITS 公道実
証実験連絡協議会」のもとに産学官が共同で
推進する体制をとった。今後一般市場への普
及に当たり、リスク管理の体制をいかに設立
し維持できるかが重要となる。併せて、官と
民の役割分担について、具体的な項目ごとに
より明確にする必要があろう。そのためにも、
広島地区に本協議会のメンバーを中心とし
た ITS推進組織を何らかの形で存続すること
ができれば、望外の喜びである。 
 産官学の連携体制の成果の一つとして、
2009 年 12 月 9 日にＩＴＳ市民学習会を開催
した。ＩＴＳ利用者の立場から JAF MATE 編
集部の立川薫氏を招いた講演会「ＩＴＳは私
たちを幸せにしてくれますか？」、前年度に
実施した公道実証実験の装置を体験するＩ
ＴＳ実験車両の試乗会、および広島地域の各
種ＩＴＳの取り組みを紹介するパネル展示
会を行い、次の段階のＩＴＳの課題を明確に
することができた。 
 最後に、本推進協議会の活動を理解し、デ
ータの供与や実験の支援をいただいた UTMS
協会の関係各位に心底より謝意を表したい。 
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